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円周と正方形 

 

 点Ｏを中心とする直径１２㎝の円の円周上に３点Ａ，Ｂ，Ｃがあります。２点Ａ，Ｂは正反対の位置で，

点ＣはＡＢの真ん中にあります。円周上を点ＡからＣへ時計回りに動く点Ｐについて，下の図のように正方

形ＢＰＱＲを考えます。頂点Ｑから直線ＡＢに垂直な線を引き，辺ＢＰと交わる点をＳとすると，ＱＳが通

過する部分の面積は何㎝２ですか。円周率は３.１４とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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円周と正方形 １４４㎝２ 

 

 点Ｐが点Ａと重なっているときは，図①のようにＱＳ＝ＱＡとなるので，ＱＳの長さは１２㎝です。また，

点Ｐが点Ｃと重なっているときは，図②のようにＱＳ＝ＱＢとなって，ＱＳの長さは１２㎝です。 

 

   図①                 図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 点Ｐが点ＡとＣの間にあるときは，図③のようになります。三角形ＡＢＰは辺ＡＢが円の直径であること

から角Ｃの大きさが９０度の直角三角形です。図の○印をつけた角の大きさは等しいので，三角形ＡＢＰと

ＰＱＳは合同です。よって，ＱＳの長さは１２㎝です。 

 こうして，ＱＳの長さは常に１２㎝なので，ＱＳの動いたあとは図④のようになります。 

よって，１２×１２＝１４４（㎝２）です。 

 

   図③                 図④ 
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